
を
切
る
が
、
最
大
限
の
支
持
拡

大
に
向
け
て
結
集
を
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

そ
の
後
、「
鬼
木
ま
こ
と
」
の

激
励
と
し
て
、
県
職
労
藤
村
書

記
次
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
感
染
症

　

今
年
も
多
く
の

先
輩
組
合
員
が
退

職
を
迎
え
る
。
喜

怒
哀
楽
の
県
職
員

生
活
か
ら
新
た
な

人
生
を
歩
む
方
、

再
任
用
職
員
と
し

て
引
き
続
き
職
場

で
仕
事
さ
れ
る
方
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
引
き
続
き
末

永
く
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
す
る
▼
よ
う
や
く
退
職
を
迎

え
る
と
い
う
節
目
と
な
る
が
、

今
の
職
場
が
良
い
環
境
と
思
う

方
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う

か
。
３
年
目
を
迎
え
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
幾
多

の
自
然
災
害
に
も
見
舞
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
懸
命
に
踏
ん
張

っ
て
い
る
の
が
県
職
員
で
あ
っ

た
。
県
職
員
が
憧
れ
の
職
場
と

言
わ
れ
る
状
況
と
は
程
遠
く
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
と
は
言
い
難
い
▼
定
年
退
職

を
迎
え
る
先
輩
の
採
用
時
の
機

関
紙
（
１
９
９
０
年
代
）
に
は

賃
金
・
労
働
条
件
を
改
善
し
て

い
こ
う
と
果
敢
に
闘
う
先
輩
た

ち
の
姿
が
。
そ
し
て
多
く
の
組

合
員
が
結
集
を
し
、
喜
怒
哀
楽

を
と
も
に
し
な
が
ら
運
動
を
牽

引
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ

の
脈
々
と
続
い
た
歴
史
を
断
ち

切
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
私

た
ち
に
は
不
断
の
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
▼
２
０
２
２
年
度

も
目
前
。
１
３
０
人
を
超
え
る

職
員
が
採
用
さ
れ
、
職
場
に
配

属
さ
れ
る
。
運
動
を
前
進
し
、

職
場
を
良
く
す
る
た
め
に
も
、

新
た
な
仲
間
と
し
て
迎
い
入

れ
、
と
も
に
支
え
る
県
職
労
運

動
を
構
築
し
よ
う
。
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３
月
21
日
、
自
治
労
組
織
内

・
参
議
院
議
員
選
挙
・
比
例
代

表
立
候
補
予
定
者
「
鬼
木
ま
こ

と
」
が
来
県
。
盛
岡
市
で
「
鬼

木
ま
こ
と
参
議
院
選
勝
利
！
総

決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県

職
労
を
含
む
約
２
０
０
人
の
自

治
労
組
合
員
等
が
結
集
し
た
。

　

伊
藤
県
本
部
委
員
長
か
ら

「
７
月
参
議
院
選
挙
は
民
主
的

な
政
治
を
取
り
戻
す
重
要
な
取

組
と
な
る
。
選
挙
ま
で
４
カ
月

対
策
で
保
健
所
体
制
は
極
め
て

厳
し
い
。
保
健
所
体
制
は
コ
ロ

ナ
発
生
前
か
ら
も
不
十
分
だ
っ

た
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
職

場
の
厳
し
い
実
態
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
鬼

木
ま
こ
と
の
必
勝
が
必
要
だ
。

当
選
に
向
け
て
し
っ
か
り
取
り

組
む
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

　

そ
し
て
、「
鬼
木
ま
こ
と
」

か
ら
立
候
補
に
向
け
た
決
意
を

受
け
た（
内
容
は
枠
内
の
通
り
）。

　

そ
の
後
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
意
思
統
一
。
県
職
労
は
参
議

院
・
比
例
代
表
「
鬼
木
ま
こ
と
」

の
必
勝
に
向
け
て
組
合
員
・
家

族
へ
の
支
持
浸
透
（
１
人
５
票

目
標
）
に
全
力
を
挙
げ
る
。

ひたすらに　ひたむきに

竹
花
く
に
ひ
こ

（
立
憲
民
主
党
・
現
・
70
歳
）

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
３
人
の

本
部
役
員
が
退
任
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
県
職
労
の
運

動
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

多
く
の
課
題
前
進
に
向
け
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改

め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
﨑
さ
ん
は
自
治
労

県
本
部
副
委
員
長
と
し
て
引
き

続
き
任
に
当
た
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

▲激励を述べる県職労藤村書記次長

組
合
員
１
人
５
票
を
目
標
に
支
持
拡
大
を
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３
月
15
日
、
公
務
員
連
絡
会

は
、
22
春
闘
ヤ
マ
場
と
な
る
人

事
院
給
与
局
長
・
職
員
福
祉
局

長
と
交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
概

要
は
次
の
と
お
り
。

【
賃
金
改
善
】

　

コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
の
流
動
的
な
経
済
情
勢

に
触
れ
つ
つ
、
３
月
16
日
の
民

間
大
手
の
春
闘
交
渉
の
賃
上
げ

状
況
を
注
視
と
の
姿
勢
を
示
し

た
。
民
間
大
手
の
春
闘
交
渉
で

は
昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
回
答

の
業
種
が
あ
る
一
方
、
コ
ロ
ナ

禍
の
収
益
悪
化
か
ら
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
な
し
の
業
種
も
あ
る
な
ど

厳
し
い
情
勢
も
。
交
渉
団
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る
職
員
に

報
い
る
賃
金
改
善
（
初
任
給
・

再
任
用
職
員
含
む
）
を
求
め
た
。

　

な
お
、
人
事
院
か
ら
民
間
給

与
実
態
調
査
は
例
年
ど
お
り
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
調
査
手
法

（
50
人
以
上
の
事
業
所
が
対
象
）

で
行
う
と
示
し
た
。

【
退
職
手
当
見
直
し
】

　

退
職
手
当
に
関
し
て
は
、
人

事
院
が
５
年
の
周
期
で
官
民
比

較
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
見
直
し
の
要
否
等
を
含
め
て

見
解
を
表
明
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る（
直
近
は
２
０
１
７
年
）。

人
事
院
は
、
官
民
比
較
作
業
中

と
し
、
見
直
し
概
要
を
示
さ
な

か
っ
た
も
の
の
、
前
回
同
様
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
が
必
要
と
の

姿
勢
を
示
し
た
。
４
月
下
旬
以

降
の
見
解
表
明
が
見
込
ま
れ
る
。

　

回
答
は
総
じ
て
検
討
中
に
と

ど
ま
り
、
不
十
分
。
公
務
員
連

絡
会
は
、
３
月
22
日
総
裁
交
渉

で
前
進
回
答
を
求
め
て
い
く
。

必勝を「鬼木まこと」
組合員の総力で国会に送り出そう

参
院
選

退

任

役

員

紹

介

▲立候補に向けた決意を述べる「鬼木まこと」さん

▲約200人が結集した参議院選勝利総決起集会

中
央
執
行
委
員
長

大
﨑　

勝
弘
（
花
巻
支
部
）

中
央
執
行
委
員

佐
々
木  

結
麻（
一
関
支
部
）
中
央
執
行
委
員

樋
口　

晃
大
（
県
庁
支
部
）

「
賃
上
げ
」
好
循
環
の
実
現
を

見
解
表
明
は
４
月
下
旬
!?

退
職
手
当

竹花くにひこ
４月17日告示・24日投票／宮古市議会議員選挙

　

全
国
の
自
治
労
の
仲
間
か
ら
、

恒
常
的
な
人
員
不
足
の
声
が
挙

げ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
公
務
職
場

は
組
合
員
の
犠
牲
、
献
身
的
な

努
力
で
何
と
か
持
続
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
も
限
界
。
更
に
は

採
用
者
が
確
保
で
き
な
い
、
若

手
の
早
期
離
職
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
公
務
職
場
の

魅
力
が
失
わ
れ
た
。
こ
れ
を
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
組

合
員
の
総
力
で
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
来
は
臨
時

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
を
目

的
と
し
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
自
治
体
で
そ
う
な
っ
て
い
な

い
。
ま
た
労
働
契
約
法
も
適
用

さ
れ
ず
、
当
事
者
が
強
く
求
め

て
い
る
無
期
転
換
制
度
の
実
現

も
大
き
な
課
題
と
い
え
る
。
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
で
公
務
職

場
を
維
持
さ
せ
て
い
る
現
状
を

変
え
て
い
き
た
い
。

　

人
員
や
会
計
年
度
任
用
職
員

を
取
り
巻
く
課
題
は
労
使
交
渉

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
組
織
内
議
員
と
し

て
国
会
で
活
動
す
る
役
割
が
あ

る
。
自
治
労
の
課
題
を
国
政
に

持
ち
込
み
、
住
民
に
寄
り
添
っ

た
政
治
に
変
え
て
い
く
。
今
の

自
公
政
権
は
大
企
業
の
利
益
追

求
の
た
め
の
政
治
で
あ
り
、
こ

の
政
策
決
定
を
変
え
る
こ
と
、

更
に
は
、
改
憲
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
も
重
要
だ
。

　

平
和
、
民
衆
主
義
の
普
遍
的

価
値
を
軽
視
す
る
政
権
に
Ｎ
Ｏ

を
突
き
つ
け
、
地
方
か
ら
政
治

を
変
え
る
。
そ
の
集
約
点
が
参

議
院
選
挙
だ
。
力
を
集
め
る
こ

と
で
し
か
政
治
は
変
わ
ら
な
い
。

強
い
意
思
統
一
で
運
動
を
広
げ

よ
う
、
そ
し
て
「
鬼
木
ま
こ

と
」
の
勝
利
に
向
け
て
最
大
限

の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

鬼
木
ま
こ
と
決
意
表
明



　

３
月
と
な
り
、
今
年
も
多
く
の
先
輩
、
仲
間
の
皆
さ
ん
が

退
職
さ
れ
ま
す
。

　

長
い
年
月
、
県
勢
発
展
の
た
め
第
一
線
で
働
い
て
こ
ら
れ

た
先
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
職
労
の
権
利
拡
大
や
組
織
強
化

の
た
め
支
部
や
分
会
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
運
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
・
準
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
。
３
月
22
日
現
在
。

な
お
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
と
申
し
出
の
あ
っ
た
方
は
掲
載

を
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

藤　

原　

哲　

雄
（
八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

畠　

山　

克　

也
（
八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

三　

浦　

史　

人
（
食　

肉　

衛　

生　

検　

査　

所
）

菅　

野　

研　

一
（
産　

業　

技　

術　

短　

期　

大　

学　

校
）

小　

山　

晃　

彦
（
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

昆　
　
　

英　

子
（
盛
岡
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
）

笹　

島　

正　

彦
（
工　

業　

技　

術　

セ　

ン　

タ　

ー
）

白　

藤　

周　

司
（
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

高　

橋　

竜　

也
（
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

▼
花
巻
支
部

木
戸
口　

豊
武
美
（
県
南
広
域
振
興
局
総
務
部
花
巻
総
務
セ
ン
タ
ー
）

玉　

田　

ゆ
み
子
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

佐　

藤　

直　

人
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

小　

松　

純　

哉
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

藤　

原　
　
　

茂
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

菅　

原　

英　

範
（
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
遠
野
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

村　

田　

智　

史
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

▼
北
上
支
部

佐　

藤　

清　

司
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
）

山　

本　

公　

平
（
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

照　

井　

勇　

司
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

三　

田　

重　

雄
（
農　

業　

研　

究　

セ　

ン　

タ　

ー
）

本　

田　

純　

悦
（
病
　

害
　

虫
　

防
　

除
　

所
）

菊　

池　

徹　

哉
（
農　
　
　

業　
　
　

大　
　
　

学　
　
　

校
）

村　

上　
　
　

正
（
農　
　
　

業　
　
　

大　
　
　

学　
　
　

校
）

▼
胆
江
支
部

北　

川　

明　

子
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

高　

瀬　
　
　

心
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

高　

橋　

文　

章
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
）

昆　

野　
　
　

哲
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
）

高　

橋　

俊　

勝
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室
）

及　

川　

竜　

一
（
県
南
広
域
振
興
局
林
務
部
）

長　

澤　
　
　

睦
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
）

佐　

藤　

祐　

一
（
産
業
技
術
短
期
大
学
校
水
沢
校
）

▼
一
関
支
部

山　

岸　

公　

美
（
一　

関　

児　

童　

相　

談　

所
）

▼
県
庁
支
部

菊　

池　

敏　

敦
（
総　
　

務　
　

部　
　

管　
　

財　
　

課
）

向
久
保　

祐　

二
（
総　
　

務　
　

部　
　

管　
　

財　
　

課
）

戸　

舘　

弘　

幸
（
復
興
防
災
部
復
興
危
機
管
理
室
）

阿　

部　

節　

男
（
環
境
生
活
部
環
境
保
全
課
）

黒　

田　
　
　

農
（
環
境
生
活
部
環
境
保
全
課
）

工　

藤　

啓
一
郎
（
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
企
画
室
）

高　

橋　

啓　

三
（
農
林
水
産
部
競
馬
改
革
推
進
室
）

山　

口　

浩　

史
（
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課
）

伊　

藤　

雅　

敏
（
県
土
整
備
部
県
土
整
備
企
画
室
）

小　

守　

健　

一
（
監　

査　

委　

員　

事　

務　

局
）

佐
々
木　

昭　

司
（
監　

査　

委　

員　

事　

務　

局
）

小　

船　
　
　

進
（
労　

働　

委　

員　

会　

事　

務　

局
）

佐　

藤　

由　

紀
（
商
工
労
働
観
光
部
産
業
経
済
交
流
課
）

織　

笠　

千　

夏
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）

▼
盛
岡
支
部

伊
五
澤　

繁　

喜
（
盛
岡
広
域
振
興
局
県
税
部
）

門　

脇　

吉　

彦
（
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

久　

慈　
　
　

敏
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

畠　

山　

雅　

史
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

菊　

池　

謙　

二
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
）

木　

下　

典　

久
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
）

藤　

村　
　
　

敏
（
盛　

岡　

審　

査　

指　

導　

監
）

徳　

永　

光　

保
（
盛　

岡　

審　

査　

指　

導　

監
）

熊　

谷　

清　

人
（
工　

業　

技　

術　

セ　

ン　

タ　

ー
）

漆　

原　

隆　

一
（
林　

業　

技　

術　

セ　

ン　

タ　

ー
）

昆　

野　

宣　

弘
（
林　

業　

技　

術　

セ　

ン　

タ　

ー
）

菅　

原　

誠　

司
（
林　

業　

技　

術　

セ　

ン　

タ　

ー
）

熊　

谷　

光　

洋
（
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
）

退職者の皆さんありがとうございました

千　

葉　
　
　

亨
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
一
関
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木　

結　

麻
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
一
関
県
税
セ
ン
タ
ー
・
岩
手
県
職
員
労
働
組
合
専
従
）

▼
気
仙
支
部

赤　

平　

英　

之
（
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
大
船
渡
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

後　

藤　
　
　

基
（
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
大
船
渡
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

一　

守　

貴　

志
（
大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
釜
石
支
部

稲
荷
森　

輝　

明
（
水　

産　

技　

術　

セ　

ン　

タ　

ー
）

伊　

藤　

栄　

悦
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
）

舘　

下　

秋　

夫
（
人　

事　

課　

・　

大　

槌　

町　

派　

遣
）

湊　
　
　

光　

春
（
水　

産　

技　

術　

セ　

ン　

タ　

ー
）

佐
々
木　

誠　

一
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
）

　

新
採
用
加
入
促
進
に
向
け
た

対
策
会
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

３
月
17
日
、
二
戸
支
部
加
入
促

進
対
策
会
議
で
は
23
人
の
組
合

員
が
参
加
し
た
。
伊
藤
毅
支
部

書
記
長
か
ら
「
今
年
度
は
４
月

時
点
で
過
半
数
の
新
採
用
が
組

合
の
仲
間
入
り
を
し
、
そ
の
後

の
活
動
に
も
参
加
を
促
し
や
す

▼
宮
古
支
部

小　

本　

和　

惠
（
沿
岸
広
域
振
興
局
宮
古
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

那　

波　

和　

久
（
宮　

古　

児　

童　

相　

談　

所
）

吉　

田　
　
　

敦
（
宮　

古　

児　

童　

相　

談　

所
）

黒　

田　

久　

一
（
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
）

秋　

好　

賢　

一
（
人　

事　

課　

・　

山　

田　

町　

派　

遣
）

▼
二
戸
支
部

山　

根　

信　

一
（
県
北
広
域
振
興
局
農
政
部
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
村
整
備
室
）

▼
本　

部

佐　

藤　
　
　

学
（
企　

業　

局　

経　

営　

総　

務　

室
）

壽
文
字　

千　

一
（
企　

業　

局　

経　

営　

総　

務　

室
）

千　

葉　

佐
久
男
（
企
業
局
施
設
総
合
管
理
所
）

▲二戸支部の新採用加入対策会議のようす

か
っ
た
。
来
年
度
も
初
動
を
大

切
に
加
入
促
進
に
取
り
組
も
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
本
部
か
ら
、
加

入
の
き
っ
か
け
を
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
先
輩
な
ど
周
り
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
て
加
入
し
た
」
方

が
大
半
。
最
近
加
入
し
た
組
合

員
か
ら
は
、「
年
度
当
初
の
１
回

の
説
明
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。

丁
寧
に
回
数
を
重
ね
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
も
。

　

４
月
に
は
知
事
部
局
に
１
３

７
人
の
新
採
用
職
員
が
配
属
さ

れ
る
（
管
理
職
除
く
）。
組
合
員

が
新
採
用
職
員
に
自
信
を
も
っ

て
自
分
の
言
葉
で
声
掛
け
を
す

る
こ
と
に
尽
き
る
。
声
掛
け
に

向
け
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
よ
う
。

詳
細
は
、「
自
分
に
ぷ
ら
す
（+

）

の
労
働
組
合
」
を
御
覧
く
だ
さ

い
（
支
部
書
記
局
に
あ
り
ま
す
）。

【
組
合
の
意
義
と
は
】

・
職
員
の
勤
務
労
働
条
件
を
改

善
す
る
た
め
に
知
事
か
ら
認
め

ら
れ
た
組
織
。
意
見
を
伝
え
、

改
善
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

（
個
人
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
）。

・一
人
一
人
を
守
る（
各
種
相
談
・

人
事
対
策
等
細
か
い
対
応
）

【
運
動
成
果
を
押
さ
え
よ
う
】

・
初
任
給
の
引
上
げ
（
２
０
１

９
年
度
ま
で
６
年
連
続
）

・
新
採
用
者
赴
任
旅
費
改
善
（
採

用
直
前
の
居
所
か
ら
移
転
料
の

半
額
を
支
給
）

・
休
暇
制
度
（
不
妊
治
療
休
暇

創
設
、
夏
季
休
暇
５
日
に
拡
充
）

【
共
済
制
度
等
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
お
得
な
掛
金
の
じ
ち
ろ
う
共

済
（
セ
ッ
ト
共
済
・
マ
イ
カ
ー

共
済（
弁
護
士
費
用
特
約
あ
り
））

の
利
用

・
労
働
金
庫
（
ロ
ー
ン
利
用
）

・
県
職
労
顧
問
弁
護
士
の
相
談

　

人
事
異
動
等
に
よ
り
住
所
が
変
わ
る
場
合
に
は
、

県
職
労
総
合
共
済
や
『
住
ま
い
る
共
済
』
（
火
災
共

済
・
自
然
災
害
共
済
）
の
住
所
・
建
物
（
保
障
対
象

物
件
）
の
変
更
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
変
更
を
忘
れ
る
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
手
続

に
時
間
を
要
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
保
障
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
書
記
局
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
所
変
更
等
の
手
続
を
お
忘
れ
な
く
！

組
合
員
か
ら
の
声
掛
け
が
鍵

新
採
用
加
入
促
進
に
全
力
を

４
月
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